
技術のおたずねにこたえて

【 おたずね〕ラチス梁を住宅用に使用したい

のですが，その製造法について二，三おたず

ねします。 （Ⅳ工場，〃生）

〔 おこたえ】ラチス梁の腹材は，フィンガ「 ジョ

イントによって連続化されていますが，これをバ

ットジョイントで製造してもよいでしようか，と

のお問い合わせですが，腹材のコーナージョイン

トは設計計算の上では，バットジョイントとみな

して算定しており， フィンガージョイントによら

ない製造法でも可能です。しかし腹材の連続化に

より，梁の強度上の安全率が見込めること，組み

上げ時の施工が容易になること，また釘打ち面積

がバットジョイントよりも広 くとれることなど，

多くのメリットが生まれます。

〔 複合材試験科〕

【 おたずね）皮つき丸太を製材 していますが

なるべ く経費をかけずに付着している石を取

り除 く方法はありませんか。

〔 ∫市，方工場〕

〔 おこたえ）製材用丸太の樹皮層に付着あるいは

くいこんだ小石類を取り除 くには，パーカーで皮

むきするのが，もっとも望ましいことです。

皮をむかずに，土場の作業員や大割 り機械のハ

ンドルマンが樹皮層にめりこんだ小石類をみつけ

て，その都度マサカリなどでけず り落 とす という

原始的な方法は，一見安上がりのようにみえます

が，結果的にはコス ト高につく場合が多いようで

す。

パーカーの導入に対 して， トップの強い抵抗や

何か特殊な事情があるようならば，石が付かない

ように，原木土場をきれいに整地 し，とくに雪どけ

期の原木の保管に注意す ることも考えられます。

′J、石類の くい込んだ皮つき丸太を製材す ること

ば，のこを著 しく傷め，その都度のこ替えしなけ

ればならないため，作業が中断し，工場全体の生

産能率の低下を招き，またのこの損傷，修理・研

磨の回数増，目立工の作業意欲の低下など大きな

ロスが生 じます。

要は，このロスの合計と皮むきコス ト（又は土

場整地費）とを比較 して，どちらを選ぶべきかが▼

決まってきます。

通常，皮をむく方が有利であるといわれていま

す。とくに，背板をチップ加工する場合には，皮

をむくことによって，黒チップ（皮つき）より高

く売れる自チップ（皮なし）を作ることになり，

また樹皮 も利用価値を生ずる時代となっています

ので，その分の価値増が期待されるからです。 ㊧
〔 調査料〕

◆はかに次のおたずねがありました。

・ カラマツの シポリ丸太を使用する際の留意点を

うかが いた い。

・ カラマツでは丸太の細りをどの程度と考えれば

よいでしょうか。 〔材質科〕

・ t一般の住宅に使用する柱材，梁材の乾燥方法を

おたずねしたい。

・ 梁の両側にコンパネ合板を添えた場合の強度性

能を知 りたいのですが。 〔強度科〕

・ 円柱材について，製造機械，加工方法などの詳

細を知りたいのですが。 〔加工科〕

・ 乾燥による割れ防止のためP E G を使用 してい

ますが乾燥コス トが高 くなり困っています。こ

れに代わる良い方法はないでしょうか。

・ 針真樹材の天然乾燥を行 っていますが比較的断

面寸法の大きい梁，けた等Iこ多数の割れとカビ

が発生 します。、対策をうかがいたい。

・ ヒノキ，ナチ，ダケカンバの乾燥スケジュール

を教えて下さい。

・ 狂いを矯正するのに圧締蒸煮が良いと聞きまし

た。詳細をうかがいたい。

・ 家具用部材の乾燥に低温除湿乾燥装置を利用す

る際の長所，短所をうかがいたい。

・ 厚さ 12m m のカツラ材を天然乾燥 しましたが，

ねじれ，曲がり，幅ぞりが大きく使いものにな

－1 4 一

患



技術のおたずねにこたえて

（ 合板試験科，林産機械科〕

・ 木製サッシをはじめ とした外装用木材の耐久化

処理についておたずねしたい。

・ 塗布法で過酸化水素漂白をおこない，その後着

色していますが，残留過酸化水素の問題で困っ

ています。対策を教えて下さい。

〔 川上特別研究員〕

・ ケヤキの鉄汚染をシュウ酸で除去 していますが

単板によっては赤変 します。この防止法をうか

がいたい。

〔 接着科，木材化学科，川上特別研究員〕

◇

技術相談をされるとき，相談内容について担当科

がお分か りにならないときは，窓口の技術科へ申

し出て下さい（電話 0166－51－117 1・内線60）。

りませんでした。対策をうかがいたい。

・ ミズナラの厚板（厚さ40m m ） を人工乾燥 して

いますが，乾燥末期に発生する落ち込みと内部

割れを防ぐにはどのようlこしたらよいで しょう

か。 〔乾燥科〕

・ トガサワラ材を塗装 して床に使用 したいのです

が，どのような塗料を使えばよいで しょうか。

・ 亜鉛びき鉄板の上に布を介 して突き板を貼りた

いのですが，その方法などうかがいたい。

（ 接着科〕

・ パルプ・パーライ ト板の乾式製造法とその性質

を教えて下さい。 〔繊維板試験科〕

・ 現有のベニヤ ドライヤーに送り速度自動制御装

置を取り付け目標とする単板含水率を得ていま

すが，送り速度を一定とし他の要因を制御する

ことで目標含水率を得ることは可能でしょうか。
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